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	本作品は、AAS Grow up!! Artist Project 2010 (主催：アサヒ・アートスクエア)の

サポートを受けて創作しました。
	
	本作品は、2010年に制作された「ことばの遊び～6～19名の参加者とスコア・スクローラーのために」の続編で、スコア・スクローラーの代わりにカードを用いて演奏するヴァージョンです。
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参加人数と役割

　本作は、5通りの演奏方法がある。参加人数と役割は、次の通りである。

　１．ことばヴァージョン

　　　・5名のことばプレイヤー

　　　・1名のディーラー

　２．ことば・うたヴァージョン

　　　・5名のことばプレイヤー

　　　・1名のディーラー

　３．即興詩人つきヴァージョン

　　　「ことばヴァージョン」「ことば・うたヴァージョン」に1～2名の即興詩人が加わる。

　４．即興演奏者つきヴァージョン

　　　「ことばヴァージョン」「ことば・うたヴァージョン」に1～10名の即興演奏者が加わる。

　５．即興詩人と即興演奏者つきヴァージョン

　　　「ことばヴァージョン」「ことば・うたヴァージョン」に1～2名の即興詩人と1～10名の即興演奏者が加わる。

· ことばプレイヤーは、男声・女声どちらでも良い。同声・混声どちらでも良い。

· 即興演奏者は、どのような楽器でも良い。声でも良い。

演奏ポジション
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　演奏ポジションは、次の通りである。
　

●：ディーラー

　○：ことばプレイヤー

　■：即興詩人

　

　全員、テーブル側を向く。

　即興演奏者のポジションは図には示されていないが、この図の外側に位置する。

　原則、全員座って演奏するが、場合によっては立って演奏しても良い。

また、テーブルでなく、和室のように床で演奏しても良い。

事前準備、必要なカード

　本作では、次の２種類のカードを用いる。カードの大きさは、トランプ程度である。

　これらのカードは、あらかじめ準備しておく。

①　文字カード

カードは全部で30枚。

カードの片面に、「ん」と「を」を除く任意のひらがなを書いておく。

同じ文字が複数あっても良い。

②　スピードカード

カードは全部で25枚。

カードの片面に、「とても速く」「やや速く」「中ぐらいの速さで」「やや遅く」「とても遅く」の指示をそれぞれ5枚ずつ書いておく。

基本ルール、カードの操作

１．ディーラーの文字カード操作

演奏開始時、伏せた状態で各ことばプレイヤーに5枚ずつ配る（5枚余るので、その分はディーラー自身が持っておく）。

演奏を開始したら（演奏法については後述する）、演奏中にことばプレイヤーから渡されたカードを受け取る。すでに持っている5枚のカードと合わせ、適宜シャッフルする。手持ちのカードがなくなったことばプレイヤーに、1~5枚を一組として伏せた状態で渡す。その際、渡すタイミングは、ディーラーの判断に任される。

２．ことばプレイヤーの文字カード操作

ことばプレイヤーは、演奏開始と同時に5枚のカードを上から1枚ずつ見て演奏する。5枚演奏し終えたら、その中から「いらない」と思うカードをディーラーに渡す。ディーラーに渡すカードは何枚でも良く、1枚も渡したくなければ、渡さなくても良い。その後、残ったカードを再度用いて演奏する（この時は、カードの使用順序は任意である）。

再びすべてのカードを演奏したら、「いらない」と思うカードをディーラーに返却し、残ったカードを再度用いて演奏する。それを繰り返し、手持ちのカードがなくなったら、ディーラーから次のカード（1~5枚）が渡されるまで演奏せずに待つ。次のカードが渡されたら、同じ方法でカードがなくなるまで演奏する。

３．ディーラーのスピードカード操作

　　スピードカードは、ディーラーのみが操作する。ディーラーは、演奏開始時に各ことばプレイヤーの前に任意のスピードカードを置き、演奏中も任意にそれらを変更する。

基本ルール、演奏開始と終了の方法
演奏開始は、各ことばプレイヤーの前にスピードカードと文字カードが配られ、ディーラーが合図をした時点である。

演奏終了もディーラーが決定する。ディーラーは、そろそろ演奏を終了しようと判断したら、片手を挙げる。他の演奏メンバーはディーラーの手が挙がったことにより、演奏終了が近づいていることを知る。ディーラーが手を下ろしたら、全員音を出すのをやめる。

その他、「演奏者人数を次第に減らす」「演奏者人数はそのままで、次第に弱くする（フェイドアウト）」「次第にテンポを速く、強弱も強くすることで、にぎやかにして終わる」など、様々な可能性が考えられるが、演奏者の話し合いなどによって任意に決めて良い。
演奏の声の大きさ

ことばプレイヤーの中で、普段の話し声が最も小さい人の声の大きさを基準とする。

他のことばプレイヤーは、その人と同程度の声の大きさで演奏する。

ただし、演奏が始まると、各ことばプレイヤーは、基準の声の大きさよりも多少大きくなったり小さくなったりする。その加減は各ことばプレイヤーの即興的判断に任される。

各ヴァージョンの演奏法

　ここでは、各ヴァージョンの演奏法を解説する。

本作には、様々なヴァージョンがあるが、最も基本的な演奏法は、１つ目の「ことばヴァージョン」である。他のヴァージョンは、「ことばヴァージョン」のルールが一部変更になったヴァリエーションであるため、他のヴァージョンを演奏する場合でも、「ことばヴァージョン」のルールには目を通しておくこと。

1． ことばヴァージョン（参加者：5名のことばプレイヤー、1名のディーラー）

ことばプレイヤーは、自分のカードに書かれたひらがなで始まる任意の単語を言う。

単語は、即興的に決定する。

単語が名詞の場合、助詞（てにおは）を即興的に付ける。

例：カードに「い」と書かれていた場合

　「いなほを」「いしが」「いたい」「いやだ」「いんどねしあじんに」など

言うスピードはスピードカードの指示に従うが、言い方（声色、抑揚、語気などの表情）は即興的に決める。

ひとつの単語を言った後、次の単語を言うまでの間をどの程度の長さ休むかは、各ことばプレイヤーが即興的に決める。

同じカードを何度も用いる場合、前回と同じ単語を用いるか、単語を変えるかは任意である。

　聴こえてくる様々な単語について

演奏中は、他のことばプレイヤーが言う様々な単語が聴こえてくる。

そのような単語に触発されて、関係する単語を言っても良いし、無関係な単語を言っても良い。

すでに他のことばプレイヤーが言った単語と同じ単語を言っても良い（同じひらがなが出現した時のみ）。

２．ことば・うたヴァージョン（参加者：5名のことばプレイヤー、1名のディーラー）

　基本ルールは、「ことばヴァージョン」と同じだが、「ことば・うたヴァージョン」では、言葉を言う際、ひとつの音高で歌う。リズムは任意だが、語尾は伸ばすこと。

　例：「え」のカードを見て「えどじだいに」と歌う場合
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　音高の設定について

音高の設定には次の３つの方法がある。

1 音高を設定しない

音高はあらかじめ設定せず、各ことばプレイヤーが好きな音高で歌う。

　

　　　②　音高を設定する

　　　　各ことばプレイヤーに、それぞれにひとつの音高を設定する。音名は、すべて異なる音名にすることもできるし（全部で5種類の音名になる）、同じ音名を2度使用することもできる（全部で4種類以下になる）。

　　　　参加者間で話し合って決めることもできるし、誰かが代表して決めることもできる。

　　　③　即興演奏者が発する音高を即興的に拾って歌う（即興演奏者が加わるヴァージョンのみ）。

３．即興詩人つきヴァージョン（参加者：5名のことばプレイヤー、1名～2名の即興詩人、

1名のディーラー）

　前記、「ことばヴァージョン」「ことば・うたヴァージョン」に、即興詩人が加わる。

　即興詩人は、ことばプレイヤーから聴こえてくる単語を用い、即興的に詩を創作して朗読する。

　聴こえてくる単語以外の単語も、自由に入れても良い。また、文として意味が通っている必要はない。

2名で行う場合には、交互に朗読しても同時に朗読しても良い。2名で行う場合には、交互に朗読しても同時に朗読しても良い。

　

４．即興演奏者つきヴァージョン（参加者：5名のことばプレイヤー、1～10名の即興演奏者、

1名のディーラー）

前記、「ことばヴァージョン」「ことば・うたヴァージョン」に、即興演奏者が加わる。

即興演奏者は、ことばプレイヤー全体から聴こえてくる声の音高を用いて、即興演奏を行う。この場合、ことばプレイヤーがあらかじめ音高を設定している場合には、その音高を即興演奏者に伝えておくと良い。タイミング、長さ、音色、およびそれらの組み合わせは自由である。また、特定の音楽様式（ジャズやインド音楽など）に沿ったものである必要はない。

また、２．の「音高の設定について」の③の方法を採る場合には、即興演奏者は自由な音高で演奏することができる。

　

５．即興詩人と即興演奏者つきヴァージョン（参加者：5名のことばプレイヤー、

1名～2名の即興詩人、1～10名の即興演奏者、

1名のディーラー）

　前記、「ことばヴァージョン」「ことば・うたヴァージョン」に、即興詩人と即興演奏者が加わる。

　即興詩人は、ことばプレイヤーから聴こえてくる単語を用い、即興的に詩を創作して朗読する。

　聴こえてくる単語以外の単語も、自由に入れても良い。また、文として意味が通っている必要はない。

2名で行う場合には、交互に朗読しても同時に朗読しても良い。2名で行う場合には、交互に朗読しても同時に朗読しても良い。

　

即興演奏者は、ことばプレイヤー全体から聴こえてくる声の音高を用いて、即興演奏を行う。この場合、ことばプレイヤーがあらかじめ音高を設定している場合には、その音高を即興演奏者に伝えておくと良い。タイミング、長さ、音色、およびそれらの組み合わせは自由である。また、特定の音楽様式（ジャズやインド音楽など）に沿ったものである必要はない。

また、２．の「音高の設定について」の③の方法を採る場合には、即興演奏者は自由な音高で演奏することができる。

ルールの追加・変更について
　本作は、参加メンバーの提案によって、ルールを変更したり、独自ルールを設定したりすることができる。

　例：
・　ディーラーの合図によって、音高を変える。変更後の音高は事前に設定しておく。

· スピードカードに「だんだん遅く」「だんだん速く」を付け加える。

· ことばプレイヤーの人数を変更する。

· ことばプレイヤーが、他の役割の演奏者や演奏に参加していない人と演奏中に入れ替わる。

· ことばプレイヤーは、ディーラーに文字カードの要求を出すことができる（「し」が欲しい、など）

